































































































































































































われていると考えられている.また､人間の脳では､ F5は下前頭回(inferiorfrontalgyrus : IFG)､ PF























































































































































































第3章(研究2)では､近赤外光スペクトロスコピィ- (NIRS; near-infrared spectroscopy)を用いて､
受け取り動作の適切さを判断しているときの脳活動が調べられた｡その結果､手渡し側に対して適切な
受け取り動作を表出している映像を観察しているときは､ミラーニューロンシステム(mirror neuron
system)の一部である下前頭回(inferior frontalgyrus)の賦括量が上昇することが示された｡ミラー
ニューロンシステムは､他者の動作を観察したときに､その動作を自分が行っているように脳内でシミュ
レーションする機能があると想定されている｡本研究の結果は､手渡し側に対して適切な受け取り動作
で応答している映像を観察しているときは､観察者は自分が実際に物体を受け取っているような運動表
象を脳内で形成している可能性を示唆している｡
第4章(研究3)では､受け取り動作の適切さを判断しているときの処理過程が事象関連電位(ERP:
event-related potential)によって調べられた｡先行研究により､意味的に逸脱した文を処理したときは
刺激提示から約400ms後に陰性のERP成分(N400)が生じることが報告されている｡これらの知見にも
とづいて､本研究では二者間の動作の不適切さ処理に特異的なERP成分が調べられた｡その結果､受け
取り動作の選択が不適切な場合はN400に類似したERP成分などが生起することがわかった｡
第5章では､研究1､ 2､ 3を通じて明らかにされたこと､ならびに本研究の応用性についての総合考
察が行われた｡研究1では､手渡し側の動作の要因によって適切な受け取り動作が柔軟に選択されてい
ることがわかった｡これらのことは物体の要因だけでなく､手渡し側(他者)の要因が受け取り側(自己)
の動作選択に影響を与えることを示しており､従来のアフォーダンス理論を拡張する見解が提示された｡
その他にも､手渡し側の動作に合わせて質的に異なる受け取り動作で応答したり､時には礼儀正しい動
作や能動的な応答を行えば､これまで以上に人間らしさを兼ね備えた機械動作系の開発が可能になるこ
とが論じられた｡研究2､ 3からは､受け取り動作の適切さに応じてミラーニューロンシステムや意味
逸脱処理(N400)の作用が異なることが示された｡これらは､対人場面での動作選択(他者が存在する中
での動作の振る舞い)にかかわる社会的認知能力は､ミラーニューロンシステムやN400と関連すること
を示しており､社会的認知能力の一端が､表出された受け渡し動作パターンによって､およびそれらの
表出･観察時における脳機能計測を行うことよって分析･検査できる可能性が論じられた｡
以上のように､本論文は､受け取り動作の適切な表出と認識について､行動分析や脳機能計測の手法
を用いて､心理学的･脳科学的に検討したものである｡二者間における動作選択を検討する観点は新し
く､理論的にも応用的にも様々な研究分野の発展に寄与するところが大きい｡よって､本論文の提出者
は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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